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各校に 1 名ないし 2 名配置されており，2011 年（平成 23 年）5 月 1 日
における養護教諭の配置率は，小学校 98.0％，中学校 96.4％，高等学



















られる．加えて，養護教諭は各学校に 1 名ないし 2 名の配置であるこ
とから，勤務校において同職と学びあう機会を得ることが他の教師に























































































1 つとして注目し，養護教諭 10 年経験者研修受講後の影響及び影響要
因の調査から，実務経験 10-19 年の時期には，学習に参加する「機会」
及び「研修プログラム」や「人物」との出会いが自己肯定感を高めた
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り行動変容をもたらしたりすることに効果的であることを明らかにし
た．  
第 5 章では，前章までにおいて明らかになった職務遂行に必要な資
質能力及び養成機関卒業後の学習の状況及び資質能力向上の促進に影
響する事項をもとに，実務経験の観点から整理した．特に，学校保健
活動推進及び個々の子どもへの対応のどちらにも必要な「保健室経営」
の力について取り上げ，養護教諭の行動に着目した資質能力向上を促
す学習を例示した．  
終章では，本研究の成果を振り返り，「養護教諭の資質能力向上プロ
セスの体系の活用可能性」として，養護教諭の主たる学習機会である
教育委員会や養護教諭等を会員とする研究団体が主催する研修会等の
学習の設計にも生かすことができること，例示した「保健室経営の過
程における養護教諭の資質能力向上を促す学習」の体系の活用は，養
護教諭の自己教育を促し，養護教諭の保健室経営以外の職務における
学習方法の開発の手がかりとなりうること，教師としての職能成長の
総合である「経営能力」の向上を促す可能性を持つことを述べた．  
本研究を通して，養護教諭にとって必要な資質能力の具体化を試み
たことのみならず，資質能力を育成する過程の中で養護教諭自身の職
務の価値の認識及び教育職員として担う役割の自覚を促すことの可能
性を見出すことができた．このことが養護教諭の意識に影響を与え，
自己教育の行動を換気させること自体が，さらなる資質能力向上を促
す方向に働くことを指摘した．  
 
 
